
　原発事故によって放出された放射性物質による河川環境の汚染が長期化している。
本研究では河川環境を経時的かつ測定点を特定できる指標生物として水生昆虫のヒゲナガカワトビゲラ幼
生に着目し、「トビケラウオッチ」として河川環境の放射能モニタリングを進めている。放射能の経時的変化と
農業用水への影響評価について報告する。
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